







その他のタイトル <Articles>The Continuity of Changes in
Maitreya Belief in Korea : Searching for the





















































































①23弥勅菩薩下生経 (大・ 14・421以下)法護 AD303? 
② 26弥勅来|時経 (大 .14・434以下)失訳
*①28弥勅成仏経 (大 ・14・428以下)後秦鳩摩羅什(401 ) AD402? 
*④29弥革9J下生経 (大・ 14・423以下)後秦鳩摩経什 (401)AD402? 
*⑤32観弥軌菩薩上生兜率天経…上生経 (大・ 14・418以下)北涼 iJ3渠声 AD455? 
⑥38弥靭J下生成仏経
以上は赤沼智善の[仏教経典史論jに書かれている松本文三郎の分類である10
※23"-38の数字は[仏教経典史論Jpp.1997 ~ 203.赤沼智善の分類による番号であり、 rJは翻









































































ラパチ(ミロク爺さん)と 1子んでいる。この2基のミロクは比較的仏像の条件を備えている O ま



















な柔らかさと優しさがある O 目鼻立ちは締麗に整えられている O 数年前には村の人々が砂利を
自の中に付け加えi産を作った。蓄の部分には三道の痕跡が見える。手印は右手をJl却に載せてい
るO 頭には花の模様のある花冠を被っていて仏像より峨洋洞の祖先として村を守護する神のよ





















見えるし首にも三道が見える O 手印も瑞山地方の民仏と似ている O
⑤ 写真 5 忠清北道陰城郡三成面良徳里石ミロク





























































































の不祥事があると 1か月ほど延期する o 1寺イ℃が変わっても祭りをliJI析したことはなかった。昔、
高氏が子どもの時は個人儀キしもあったが、最近はしなし、。現在、若い人に迷信だといわれなが
らも儀礼を続けて行うのは村の伝統であるからである O ある大学や放送局から石像の売買の提












がl鳴き、工事を中断したと伝えられている O まるで、石仏・石塔の野外展示場を想像させる O
1941年度の調査集計によると石仏が71体、石塔が22基であったが1980年度の調査では石仏が70体、
石塔が18基でいくつかが行方不明になったという。雲柱寺には一つの谷間に多数の仏像と石塔が
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ていた。これは I~ 録内の IU~ られた情報から
ピンポイントで員:-m.: ，~~:を選び U:'I した調主fl司
の知識の深さ、洞察力の鋭さを鑑みるもの
であろう。また写真版影が1十わなかったた
め、資料の必要な部分を筆写していたが、
一つの資料を丹念に筆写していく粘り強さ
には眼を見張るものがある O
また、調査員たちを驚かせたのは資料だけ
ではなく、目録を作成したオピさんの仕事に
ついてもある O オピさんはユーミエンの儀礼
を一度も見たことはない。しかし、目録に記
されている資料の分知は正確であり、とても
資料を読んだのみで I~I 録を作成したとは思え
ない程である。このような専門家同士の熱意
のぶつかり合う調査は刺激的な日々であった。
今回資料の複写依頼を行ったものは図書
館から一般に公開される。こうした活動が
今後世界的なヤオ族研究の礎になればと切
に願う O
(ヤオ族文化研究所研究協力者・
神奈川大学院生 三村宜敬)
